
 

 
               

 

１ 自動車運送事業の現況 

(1) 業務別事業者数及び車両数の推移 

業務別の事業者数及び車両数の推移は、第１表のとおりである。 

第１表 業務別事業者数及び車両数の推移 

 

 

 

 

(2) 乗合バス事業の現況 

乗合バスは、公共交通機関として重要な役割を果たしているが、少子・高齢化の進展に 

加え、都市部では交通渋滞による定時制の確保が困難なこと、地方部では過疎化、マイカ 

ー等の普及により、依然としてバス離れ現象が進んでいる。 

管内の乗合バス事業の平成２５年度輸送人員は、２億３,７９８万人で対前年比２．２％ 

の増加となったが、２８年前（昭和６１年度）の３億３，３６２万人に比べると、約７１％

の実績にとどまっている。 

 

 



 

第２表 乗合バス事業の実績 

(3) 貸切バス事業の現況 

管内の平成２５年度貸切バス事業者数は１４１者、車両数は１，５３１両で、平成１２ 

年度対比（規制緩和年度との対比）は、事業者数１１．９％増、車両数２２．０％増とな

っており、特に中・小型車両が増加傾向にある。前年比で実働 1 日 1 車当たりでは走行キ

ロは５．５％増，輸送人員は１．８％減、運送収入では８．６％増となっている。 

第３表 貸切バス事業の実績 

 



 

(4) タクシー事業の現況 

   タクシー事業は、長引く景気の低迷により輸送需要が減少し、依然として厳しい経営環 

境にある。 

管内の平成２５年度法人タクシー事業者数は７４３者、車両数は７，８７３両で、平成 

１３年度対比（規制緩和年度との対比）は、事業者数２７１．２％増、車両数３．１％ 

減となっており、特に福祉タクシー事業者数の増加が顕著である。 

輸送実績をみると、対前年比で法人タクシーは、１日１車当たりの走行キロ０．７％減、 

輸送人員は０．４％減、運送収入０．９％増となっている。 

第４表 タクシー事業の実績   

 

(5) トラック運送事業の現況 

 管内の一般貨物自動車運送事業者数（他府県に本社を有するものを含む。）は、平成２４年度

では、２，６９３事業者で対前年比０．１５％減少し、車両数は１．２％減少した。平成２５年

度では、２，７０２事業者で対前年比０．３％増加し、車両数は２．３％増加した。 

なお、トラック事業については、輸送の安全対策とともに環境対策が重要な課題となっており、

低公害車の普及促進等、環境負荷の軽減に関する様々な施策が実施されている。 



 

 
 
 


